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（はじめに） 

2022 年度は、2020 年度から続く新型コロナウイルスの影響による施設利用に関する制限が

徐々に弱まり、平常状態への復帰に向け様々な取り組みを実施した 1 年となりました。 

公益財団法人京都市スポーツ協会を代表団体とする当施設群については、近建ビル管理株式

会社とイオンディライト株式会社を加えた 3 社で共同事業体を構成し、以下の 5 つの基本理

念をもって管理運営に当たりました。 

 

 基本理念 『魅力あふれるスポーツの場づくり』の継続実現に向けて 

(1) 安心・安全を第一とした管理運営 

(2) 公共スポーツ施設としての公平性と柔軟性を兼ね備えた管理運営 

(3) 関係団体との連携によるスポーツ振興や競技力向上を見据えた管理運営 

(4) 多様化する利用者のニーズに対応した管理運営 

(5) 施設の特徴を理解し、地域に密着した管理運営 

 

 

１ 事業の実施状況及び施設の利用実績 

(1) 事業の実施状況 

   ア スポーツ情報提供事業 

当事業体の情報やイベント事業にあわせて、プロスポーツ団体の情報及び貴市の取

組等を代表団体である公益財団法人京都市スポーツ協会の情報誌「ダッシュ！」に掲

載し、積極的な情報発信に努めました。 

また、公益財団法人京都市スポーツ協会のホームページや Facebook、Instagramに、

施設の利用方法などの詳細情報を掲載し、利用拡大につながる広報案内を行いました。 

 

   イ 施設一般開放（みんなのスポーツ広場） 

稼働率の低い時間帯に個人利用可能な時間帯を設定し、事前登録及び事前申し込み

不要での個人利用を可能とし、気軽にスポーツを楽しめる環境づくりを行うため、施

設を一般開放しました。 

【場  所】吉祥院公園 球技場  【実施種目】グラウンド・ゴルフ 

     毎月月曜、木曜の午前中に実施（祝日および大会時を除く）年間 69 回実施     

【利用人数】延べ 1,008名 

 

   ウ 自動販売機の設置 

利用者にとって便利な場所に飲料の自動販売機を設置し、施設利用者の利便性を高

め、利用者サービスの向上を図りました。  
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 (2) 施設の利用実績 

（利用率は、緊急事態宣言に伴う閉館期間を除いて算出） 

 

２ 経費の収支決算 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

施設 
2019 2020 2021 2022 

件数 稼働率 件数 稼働率 件数 稼働率 件数 稼働率 

吉祥院

公園 

野球場 
1,215 

41.9 
1,124 

38.8 
1,280 

42.2 
1,358 

43.0 

球技場 83.1 81.2 78.3 85.3 

下鳥羽公園 1,288 89.4 1,009 85.5 880 75.9 779 85.8 

指定管理料 吉祥院公園 下鳥羽公園 合計

　指定管理料 13,024,223 - - 13,024,223

　利用料金収入（※） - 16,498,755 9,870,355 26,369,110

　その他収入 - - - 0

指定管理収入合計 13,024,223 16,498,755 9,870,355 39,393,333

人件費 - 14,123,733 13,696,393 27,820,126

通信費 - 228,355 171,776 400,131

備品費・消耗品費 - 595,547 175,355 770,902

修繕費 - 1,624,219 608,630 2,232,849

燃料費・光熱水料費 - 2,114,959 2,497,420 4,612,379

保険料・租税公課 - 37,620 15,990 53,610

外部委託費 - 2,462,398 2,417,678 4,880,076

その他物件費 - 65,270 50,270 115,540

指定管理支出合計 0 21,252,101 19,633,512 40,885,613

指定管理収支 13,024,223 △ 4,753,346 △ 9,763,157 △ 1,492,280

事業収入（その他） - 504,000 4,630 508,630

その他収入合計 0 504,000 4,630 508,630

人件費 - 112,938 94,114 207,052

外部委託費 - 0 0 0

その他事業経費 - 0 2,467 2,467

その他支出合計 0 112,938 96,581 209,519

その他収支 0 391,062 △ 91,951 299,111

事業収入（物販） - 1,420,621 1,175,463 2,596,084

物販収入合計 0 1,420,621 1,175,463 2,596,084

人件費 - 470,572 470,572 941,144

外部委託費 - 0 0 0

その他事業経費 - 0 0 0

物販支出合計 0 470,572 470,572 941,144

物販収支 0 950,049 704,891 1,654,940

収支差額合計 13,024,223 △ 3,412,235 △ 9,150,217 461,771

そ
の
他
収
支

2022年度

指
定
管
理
収
支
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３ 公園施設及び設備機器等の維持管理 

良好な環境衛生や美観の維持、さらに安全かつ快適な空間を保つための適切な施設・設備・

植栽などの維持管理に努める一方で、市民が「安心・安全」に施設を利用できるよう、建物

や設備機器を管理しました。 

吉祥院公園、下鳥羽公園ともに、経年劣化が進んだ箇所も多いため、予防保全を基軸とし

た各種点検・メンテナンスを進めながら、施設・設備の長寿命化対策や機能改善工事、安全

対策工事を実施しました。 

(1) 主な修繕・メンテナンス実績 

吉祥院公園 

 野球場 防球ネット補修工事、球技場ナイターLED不点灯修繕 

ラグビーポール溶接修繕、整備車両修理、高木剪定・伐採工 

下鳥羽公園 

 管理棟屋根・壁目地・天井ボード等修理他 

小便器修繕、遊具点検・補修、高木剪定・伐採工 

 

(2) 市内中小企業への発注 

京都市公契約基本条例に即して、法令上の制限や、専門的な能力を有する者に発注する

必要がある場合、その他特別の事情がある場合を除き、京都市内中小企業への発注を行い

ました。 

2022年度 市内中小企業発注比率： 100.0％（22／22件） 

 

４ 利用者ニーズ等の把握状況 

吉祥院公園では、利用者からの要望を受けて、球技場ミニコートを単独利用できるように

運用しています。 

また下鳥羽公園では、夜間照明が暗いという利用者からの要望を受けて照度改善を行うな

ど、競技環境の改善に取り組みました。 

 

５ その他 

 (1) サービスの提供計画 

ア 公平なサービスの考え方 

当施設は、広く市民が利用できることのほか、各種競技団体が開催する大会等の利

用があり、スポーツ振興の観点を大切にしながら、以下の 5つを基本としてバランス

のとれた質の高いサービスを提供するように努めました。 

【基本方針】「サービス」「参加」「活動」「施設提供」「施設利用」の公平性 

 

イ 効率的職員配置 

常に利用者サービスの向上を念頭に置いて、有用な人材を適所に、効果的・効率的

に配置し、施設を運営しました。 

必要な職員数を確保し、無駄を省いて弾力的に配置しつつ、施設メンテナンス時に
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は職員を重点的に配置しました。 

 

ウ 職員の育成・研修体制 

競技環境や利用者サービスのさらなる向上を目的として、外部団体が実施する研修

会への参加（リモート研修を含む）や、市民応対・施設管理技術のスキルアップ研修

並びに勉強会を実施しました。 

【内 容】 接遇マナー・クレーム対応研修、 

ハラスメント研修、WEB広告戦略セミナー、 

DEI推進男性の育休取得実現研修、 

個人情報保護・セキュリティ研修、 

上級施設管理士・スポーツ施設管理公認資格更新研修、 

京都府体育・スポーツ施設管理者講習会 

 

 (2) 災害等非常時の危機管理及び防災対応 

ア 防災訓練等の実施 

万が一の災害に備え、利用者の安全確保を第一優先に、迅速かつ的確な指示ができ

るように、スタッフ研修・訓練を実施しました。 

 

イ 熱中症の対応について 

利用者への水分補給等、熱中症対策についての声掛けや掲示物による注意喚起を積

極的に行い、利用者自身の体調管理に関する意識啓発に向け、各施設にも経口補水液

を常備することで、より安全なスポーツ・レクリエーション活動をサポートしました。 

 

ウ 雷対策について 

屋外施設であるため、雷警報機(ストライクアラート)を備え、利用者への無料貸出

を積極的に行い、安全に施設利用できるようサポートに努めました。 

 

エ 新型コロナウイルス感染症防止対策について 

スポーツ庁や京都府発出のガイドラインや貴市の定める対策方針等に従い、適切な

施設運営に努めました。アルコール消毒液や次亜塩素酸水を配備して安全衛生に努め、

新型コロナウイルスの感染予防及び拡大防止に取り組みました。 

 

 (3) 利用促進の各種取組 

吉祥院公園球技場のミニコートの単独貸出の開始やグラウンド・ゴルフの個人利用、

下鳥羽公園でのサッカーゴールのレンタルなど、利用者要望に応えながら、施設の多目

的利用や利用拡大に取り組みました。 

 

(4) 環境の取組 

ア KES STEP1認証取得 
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環境マネジメントシステム・スタンダード KES STEP1の認証を 2009年 7月 1日に

取得し、様々な環境改善活動に取り組んでいます。 

施設スタッフが日常的に省エネルギー対策に取り組み、節水やこまめな消灯を徹底

し、利用者の協力が必須になるゴミの持ち帰りや省エネルギー等の取組については、

声掛けやポスター掲示等を行い、ご理解・ご協力を得ながら取り組みました。 

 

イ エコステーションの設置（市民スポーツ会館へ集約） 

(ｱ) テニスボールのリユース活動（新型コロナウイルスの影響により上期は自粛） 

(ｲ) ペットボトルキャップのリサイクル 

(ｳ) 使用済み乾電池の回収 

 

ウ 太陽光発電付き次世代自動車充電設備の配置 

駐車場において太陽光発電付き次世代自動車充電設備を設置し、環境にやさしい最

先端の取組を、貴市と連携し行いました。 

 

(5) その他 

ア 施設周辺の清掃活動（地域清掃活動）の取組 

施設の内側以外に周辺区域の美観を保つために、周辺に落ちているゴミを拾う清掃

活動を毎月 1回実施しました。 

 

イ 「歩くまち京都」の推進 

公の施設のスタッフであるという自覚を持ち、「歩くまち京都」を推進し、当事業

体のスタッフの通勤は可能な限り電車やバス等の公共交通機関を利用した通勤を徹

底させました。 

 

ウ 就業体験等の受け入れ 

近隣の教育機関と連携した就業体験や、社会見学等の要望があれば積極的に受け入

れる体制を取りました。 

 

６ 管理運営業務の自己評価 

2022 年度は、2020 年度から続く新型コロナウイルスの影響が残るなか、施設利用及び事

業実施環境としては徐々に回復していく中での管理運営となりました。 

経年劣化が進む施設や設備については、安心・安全確保の観点から計画的な小修繕をこま

めに実施し、施設スタッフから利用者への丁寧な操作説明を行うことにより、施設・設備の

長寿命化を図るとともに、スムースな利用を促し、サービスの向上に繋げました。 

新型コロナウイルスの影響が残る中での施設運営となりましたが、各施設の利用件数や利

用率は比較的順調に回復し、指定管理収支は黒字決算となりました。 

市内中小企業への発注比率については、目標達成のため共同事業体とも情報共有を密に取

り組み、100％と目標の 90％以上を達成することができました。今後も引き続き共同事業体
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としての特色を最大限に活かし、一層の利用者サービス向上と効率的な管理運営に努めてま

いります。 


